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火
の
元
を
一
つ
一
つ
点
検
し
て

い
る
様
子
を
見
て
、
良
い
こ
と

だ
な
と
思
い
、
今
回
の
作
品
の

テ
ー
マ
と
し
た
そ
う
。　

　

味
の
あ
る
文
字
に
こ
だ
わ
り
、

工
夫
を
重
ね
、
小
筆
を
使
用
し

て
仕
上
げ
た
。「
初
め
て
受
賞
出

来
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。

　

放
送
室
で
の
リ
モ
ー
ト
朝
礼

時
に
、
千
葉
さ
ん
と
共
に
優
良

賞
の
２
名
も
表
彰
さ
れ
、
西
村

校
長
は
、「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
。
防
災
に
つ
い
て
自
分
に

出
来
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」
と

話
し
た
。

　

「
小
学
生
の
防
災
意
識
の
高

さ
に
感
心
す
る
」と
阪
下
署
長
。

「
参
加
作
品
に
込
め
ら
れ
て
い

る
強
い
思
い
を
感
じ
る
。
南
区

か
ら
火
事
は
出
さ
な
い
強
い
思

い
で
頑
張
っ
て
い
く
」
と
話
し

た
。

　

特
別
賞
７
作
品
と
優
良
賞
33

作
品
は
、
11
月
７
日
ま
で
、
ア

ク
ロ
ス
モ
ー
ル
Ａ
館
（
デ
イ
リ

ー
カ
ナ
ー
ト
イ
ズ
ミ
ヤ
）
２
階

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
付
近
に
展
示

中
。
特
別
賞
７
作
品
は
、
８
日

〜
11
日
、
南
区
役
所
ロ
ビ
ー
で

展
示
さ
れ
、
今
後
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
、
南
区
内
で
火
災
予
防
を

呼
び
掛
け
る
。 

〔
松
林
〕

　

堺
市
南
消
防
署
主
催
「
第
43

回
小
学
生
防
火
絵
画
展
」
に
応

募
さ
れ
た
５
０
５
点
の
作
品
か

ら
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の

は
、
は
る
み
小
学
校
６
年
の
千

葉
ひ
な
た
さ
ん
＝
写
真
中
央
＝
。

　

予
定
さ
れ
て
い
た
表
彰
式
は

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止

と
な
り
、
10
月
19
日
、
は
る
み

小
学
校
に
て
、
南
消
防
署
阪
下

署
長
か
ら
、
賞
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
千

葉
さ
ん
は
、外
出
時
に
家
族
が
、

に
実
っ
た
稲
穂
を
機
械
が
刈
り

取
れ
な
い
場
所
は
、
手
作
業
で

稲
を
刈
っ
た
。
利
用
者
や
ス
タ

ッ
フ
の
子
ど
も
達
は
、
片
手
で

握
っ
た
稲
株
を
鎌
で
次
々
に
刈

り
取
っ
た
。

　

昨
年
は
、
稲
の
害
虫
ウ
ン
カ

が
多
発
し
、
２
反
分
の
米
が
全

滅
す
る
被
害
に
あ
っ
た
。「
今
年

は
昨
年
の
分
も
取
り
戻
そ
う
」

と
、田
植
え
か
ら
意
気
込
ん
だ
。

黄
金
色
に
輝
く
田
ん
ぼ
を
見
て

「
豊
作
で
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
」

と
利
用
者
。「
雑
草
抜
き
な
ど
は

大
変
で
し
た
が
、
無
事
に
稲
刈

り
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
、

汗
だ
く
の
顔
が
輝
い
た
。

　

酒
米
・
山
田
錦
は
、
３
年
前

か
ら
始
ま
っ
た
酒
造
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
日
本
酒
「
金
の
鳩
」

の
原
料
と
な
る
。
ま
た
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
は
、
八
百
萬
屋
で
販
売
し

た
り
、
ラ
ン
チ
と
し
て
提
供
さ

れ
た
り
す
る
。 

〔
冨
尾
〕

今
年
は

□
□
□

コ
メ
が
豊
作

日
本
酒
や
食
用
に

■
■
■

　

10
月
13
日
、
槇
塚
台
の
「
ま

ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
八や

お
よ
ろ
ず

百
萬

屋や

」
の
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
ら

が
、
栂
の
田
ん
ぼ
で
山
田
錦
や

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
稲
刈
り
を
行
っ

た
。
八
百
萬
屋
は
、
就
労
移
行

支
援
や
就
労
継
続
Ｂ
型
支
援
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
た
わ
わ

分
教
室
に
通
い
、
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
。

　

支
援
教
室
で
大
切
な
柱
と
し

て
い
る
の
が
、
子
ど
も
の
良
い

と
こ
ろ
を
伸
ば
す「
自
立
活
動
」。

時
間
割
に
も
「
自
立
」
授
業
が

組
み
込
ま
れ
、
生
徒
た
ち
が
提

案
し
た
ゲ
ー
ム
や
音
楽
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実

施
。

　

９
月
24
日
、
取
材
時
に
は
中

学
生
２
人
と
小
学
生
１
人
が
登

校
。
理
科
な
ど
各
学
年
の
教
科

を
受
け
た
後
、自
立
の
授
業
は
、

生
徒
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
教

師
た
ち
も
交
わ
り
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
こ
と
に
。
犯
人
の

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
を
探

す
心
理
ゲ
ー
ム
に
大
盛
り
上
が

り
。笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

分
教
室
室
長
の
橋
本
麻
帆
さ

ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
通
常
通
り

に
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
窓
の
外
に
自
然
が
広
が
る

教
室
で
生
徒
た
ち
の
『
心
の
充

電
』
が
で
き
る
こ
と
に
寄
り
添

え
た
ら
」
と
、
話
し
て
い
る
。

 

〔
横
山
〕

ッ
ド
サ
イ
ド
ま
で
教
師
が
出
向

き
授
業
を
す
る
こ
と
も
。
コ
ロ

ナ
禍
で
、
保
護
者
た
ち
の
面
会

が
許
さ
れ
な
い
中
で
も
生
徒
た

ち
は
、
明
る
い
笑
顔
で
学
校
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

羽
曳
野
支
援
学
校
は
、入
院
・

自
宅
療
養
中
の
学
習
を
保
障
す

る
学
校
と
し
て
現
在
、
堺
咲
花

病
院
の
ほ
か
、
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
、
近
畿
大
学
病
院
、
阪
南

病
院
な
ど
南
大
阪
の
病
院
で
６

つ
の
分
教
室
を
展
開
。
訪
問
教

育
も
行
っ
て
い
る
。
分
教
室
で

は
、
病
院
や
地
域
の
学
校
と
常

に
連
携
を
取
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
病
状
に
応
じ
て
学
習
を
進

め
る
。
地
域
の
小
中
学
校
と
同

じ
教
育
内
容
で
、
健
康
回
復
・

改
善
を
目
指
し
て
い
る
。

　

堺
咲
花
病
院
で
は
、
地
域
内

外
か
ら
小
児
患
者
が
外
来
通
院
。

必
要
に
応
じ
て
入
院
と
な
る
。

入
院
は
２
か
月
に
及
ぶ
こ
と
も

あ
り
、
生
徒
た
ち
は
病
室
か
ら

　

堺
咲
花
病
院（
原
山
台
２
丁
）

に
小
さ
な
学
校
が
あ
る
。
大
阪

府
立
羽
曳
野
支
援
学
校
・
堺
咲

花
病
院
分
教
室
。
病
棟
奥
に
あ

る
別
棟
は
、
趣
あ
る
木
造
平
屋

の
一
軒
家
の
建
物
だ
。
分
教
室

で
は
、
入
院
中
の
小
中
学
生
が

「
登
校
」。そ
の
子
に
応
じ
た
時

間
割
に
沿
っ
て
先
生
が「
授
業
」

を
行
っ
て
い
る
。
時
に
は
、
ベ

は
る
み
小
・
千
葉
さ　

　

ん

最
優
秀
賞

南
消
防
署
が
小
学
生
防
火
絵
画
展

堺
咲
花
病
院
内
に
分
教
室

羽
曳
野　

支
援
学
校　

入
院
中
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
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